「ニューヨークの、愛を確認する日」

こんにちは！

「愛を確認する日」なんて意味深なテーマに、信川さん、身を乗り出していませんか！？

さてさて、愛というと、２月１４日のバレンタインが直前に迫ってきましたね。

日本では、「この日に告白しよう！」とドキドキ、わくわくしている女の子が多いかと思います。

しかしアメリカのバレンタインは少し様子が違います。

日本では、好きな男の子やボーイフレンドの他、だんなさまやそして上司などにも、チョコレートを上げるのが普通になっていると思うのですが、

アメリカでは、「愛を確認する日」として、基本的には男性から、彼女や奥様に贈り物をします。
内容は、バラの花とか、ちょっとした記念になるようなプレゼントを贈ります。
逆に女性からも、彼氏やだんな様に贈り物をしたりする人もします。

小学校では、友達同士でチョコレートやキャンディなどスイーツを交換したりするようです。

ですので、この時期、バレンタイン用のチョコレートはドラッグストアなどでたくさん売られているのですが、日本のデパ地下のようなすさまじい光景はまず見られません（笑）。本当に好きな人にあげるだけなので、義理チョコなんて言葉もないわけです。
とはいっても、この時期、日本はチョコレート一色ですよね！
私もチョコレートは大好きなので、今回はチョコレートにまつわるニュースをいくつかピックアップしてみようと思います。

· まず私がニューヨークで１番おいしいと思うのが
ブルックリンにある「ジャック・トレス・チョコレート」。
ここは、有名パティシエ、ジャックトレスが開いた生チョコレート専門店です。
ベルギーから輸入した無添加のチョコを使った生チョコレートは、口の中でふわーととろけます。

店内に工場もあり、実際に製造過程を見学することもできます。
ここは１個１ドル単位から買えて、カフェコーナーもあるので、お茶しながら休憩がてら寄りたいところです。
名物シャンパン・トリュフなどセレクションは豊富で、チョコレートの芸術品を見るだけでも飽きないお店です。
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· 次に、変り種を紹介すると、ニューヨークの人は、チョコレートを美容にも役立てます。
ダウンタウンのソーホーに、チョコレートを使ったスパが昨年末にオープンし、話題になっています。

お店の名前は、安息地という意味の「Haven（ヘイブン）」。
ここではまず、裸になってうつぶせになって寝ますと、セラピストさんが、背中に温かいミルクを使ってマッサージしてくれます。その後、温かいココアとあら塩でやさしくスクラブし、
最後に滑らかなホットチョコレートクリームで体を包み込んでくれます。これがみずみずしいお肌を作るのに、すごく効果的なんだとか！
この「ホットチョコレート・ボディラップ」コースのお値段は、４５分で１１０ドルです。
問合わせ
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· 最後に、チョコレート好きにはたまらない究極のブッフェをご紹介しましょう。

２月３日から２５日まで、マンハッタン南端のバッテリーパークに位置するホテル・リッツカールトン１４階にある「ザ・チョコレート・バー」では、チョコレートをテーマにしたデザートブッフェが開催されています。

フレンチのパティシエ、ローレン・リチャードさんが作るスゥイーツは、２０種類以上。
チョコレートとラズベリーのマコロンというクッキーや、
ビターチョコレートを使ったバナナタルトなど
パティシエの創作チョコレートデザートが、用意されています。

お値段は７５ドルと、デザートにしては少し高いのですが、一流シェフが作ったスウィーツを一流ホテルでいただくことを考えると、このくらいのお値段になってしまうのかもしれません。

セレブ気分になって、優雅な午後のひとときを楽しむのも悪くないでしょう。
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以上、今月はニューヨークのチョコレート情報をお届けしました！

